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クトビオース保護体 13を合成した。合成したラクトース保護体 7とガラクトビオース保護体 13のカ
ップリング反応後、全てのアセチル基を脱保護することで 4P-Xを得た。合成した 4P-X は、1H-NMR
および 13C-NMR解析により構造の正しさが確認された。
次に、B. circulans由来のβ-Galを用いて調製した GOSを用いて 4P-Xの定性・定量分析系を検
討した。ゲルろ過（Bio-gel P-2）カラムで 4糖のみを分画し、誘導体化せずに構造異性体の分離・分
析が可能なイオンクロマト分析装置（Dionex ICS-5000）に供した。調製した 4P-Xとの共打ちの結





を調製した結果、3 糖以上のオリゴ糖は、細菌＞酵母＞カビの順で高くなった。各種 GOS からゲル
ろ過カラムで 4糖のみを分画し、イオンクロマト分析装置に供した。その結果、GOS 1 mLに含まれ
る 4P-X量は、細菌（9.7 mg）＞酵母（1.7 mg）＞カビ（1.2 mg）の順で高くなり、酵母やカビのβ
-Gal由来の GOSは細菌由来に比べると 4P-Xが 10～20 %であることが分かった。
以上本論文は、GOSに含まれるアレルギーを誘発する可能性のある 4糖（4P-X）に注目し、合成
による標準品の取得と、迅速かつ簡便な評価系の構築、起源の異なる GOS の安全性評価に成功した
研究である。将来的に乳製品など他の食品への応用が大いに期待される。従って審査員一同は、本論
文について博士（農学）の学位を授与するに値するものと判断した。
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